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日本行動計量学会第44回大会開催報告 

第44回大会実行委員会委員長 中村 永友 

日本行動計量学会第 44 回大会を 2016 年 8 月

30 日～9月 2日に，創立 70 周年を迎えた札幌学

院大学で開催できたことを，大変光栄に思ってお

ります．大会の開催にあたりましては，多くの方々

に大変お世話になりました．この場をお借りして，

心より御礼申し上げます． 

 実施期間の北海道は本来もっと涼しい気候だっ

たはずなのですが，台風の影響で季節がひと月ほ

ど戻り，非常に暑くなってしまいました．そのと

きの台風の風水害により現在も鉄路が遮断されて

未だに復旧しておりません．北海道の涼しさを堪

能していただけなかったことが心残りです．この

原稿を9月下旬に書き始め，北海道ではまずあり

得ない夏日を記録しており，地球が何らかの悲鳴

を上げているようにも感じられます． 

 さて，ほぼ 30 年ぶりの北海道での開催でした

が，開催をお引き受けしたひとつの理由といたし

ましては，私が総研大の学生のときに，調査理論，

多変量解析等々の種々の統計科学の理論の多くを

学び，この学会に非常に関係が深い統計数理研究

所の鈴木達三先生，水野欽司先生，大隅昇先生，

馬場康維先生，村上征勝先生，吉野諒三先生，林

文先生（順不同）の諸先生，さらに学位審査でお

世話になりました柳井晴夫先生へ，その恩返しが

できればと考えました．無事終えることができて，

一安心しております． 

 大会の概況をお知らせいたします．チュートリ

アルセミナーにつきましては 72 名（一般 62 名，

学生10名），本大会は263名（一般228名，学生

35 名），懇親会が 115 名（一般 101 名，学生 14

名）の出席でした．また，特別セッション数が10

で発表件数47件，一般セッション数が10で発表

件数54件，ポスターセッションは20件，ラウン

ドテーブルセッション数が11で発表件数18件で

した．30度前後の冷房のない教室で，暑（熱）い

議論がされたものと思います． 

 チュートリアルセミナーは岡田謙介先生（専修

大学）に「心理学・行動科学におけるベイジアン

モデリング」を講義していただきました．昨年に

引き続き柳井レクチャーでは，村上征勝先生（勉

誠文化情報研究所所長，統計数理研究所名誉教授，

総合研究大学院大学名誉教授）に「文化を計る試

み ―浮世絵・文献・考古学の計量分析―」という

タイトルで，これまでの先生の長年の研究が紹介

されました．特別講演では「『面談を可視化する』

動機づけ面接法の魅力」というタイトルで北田雅

子先生（札幌学院大学）により，日本でも認知さ

れつつある「動機付け面接」という面接技術のお

話がありました． 

 また何名かの先生からきれいな校舎である旨の

お褒めのお言葉をいただきました．誠にありがと

うございます．大学当局にお伝えしておきました． 

 最後に，副実行委員長の高田洋先生，実行委員

を快くお引き受けいただいた，近隣大学の諸先生

にこの場をお借りいたしまして，御礼を申し上げ

ます． 

中村永友（なかむ

ら・ながとも） 

札幌学院大学 経済

学部 教授 

総合研究大学院大学統計

科学専攻修了. 1998年札

幌学院大学に着任，現在

に至る．専門は統計科学，計算機統計学． 
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役員異動のお知らせ 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・和文誌編集委員会 

副委員長：岡田 謙介（就任） 

 

・2017年度連合大会委員 

・連合大会運営委員 

山本 倫生（退任） 

久保 沙織（継続） 

谷岡 健資（就任） 

・連合大会プログラム委員 

川端 一光（退任） 

玉利 祐樹（継続）  

大橋 洸太郎（就任） 

 

2016年度学会賞受賞者について 

 
学会賞選考委員会委員長 

岡太 彬訓（立教大学） 

 

1．学会賞受賞者の選考について  

2016 年度の学会賞の受賞者の選考および受賞

者について学会賞選考委員会を代表してご報告い

たします．学会賞は，功績賞，優秀賞，奨励賞，

出版賞の四つがあります．  

 四つの賞それぞれの候補者の選考は，例年と同

様の手順によりました．ワーキンググループによ

り各賞について収集された基本的な資料とそれに

基づく候補者の一覧が学会賞委員会委員に提供さ

れ（なお，学会賞委員会委員は，委員長以外は非

公開となっています），委員会は提供された資料を

もとに慎重かつ精力的に審議を重ねて各賞の候補

者を絞り込み，最終的な候補者を理事会へ諮りま

した．理事会での審議を経て最終的な候補者が承

認され，受賞者本人の受諾を確認して学会賞受賞

者が決まりました．学会賞委員会事務局で学会賞

選考担当の橋本貴充理事には，この間，大変ご努

力頂きましたことをここに記し．そのお骨折りに

感謝したいと思います． 

 

 

2. 林知己夫賞（功績賞） 

 足立浩平会員が本年度の林知己夫賞（功績賞）

を受賞しました．足立会員の主として主成分分

析・因子分析のモデルとアルゴリズムの開発およ

び多変量データ解析法の基礎となる線形代数に関

する多大な業績は，行動計量学における大きな貢

献であると認められます．足立会員の主要な業績

の一部を以下に紹介します． 

 

Adachi, K., & Trendafilov，N. T. (2016). Sparse 

principal component analysis subject to 

prespecified cardinality of loadings. 

Computational Statistics, 31, 1403-1427. 

Adachi, K. (2015). A new algorithm for 

generalized least squares factor analysis with 

a majorization technique. Open Journal of 

Statistics, 5, 165-172. 

Adachi, K. (2013). Generalized joint Procrustes 

analysis. Computational Statistics, 28, 

2449-2464. 

Adachi, K. (2013). Factor analysis with EM 

algorithm never gives improper solutions 

when sample covariance and initial 

parameter matrices are proper. 

Psychometrika, 78, 380-394. 

Adachi, K. (2011). Constrained principal 

component analysis of standardized data for 

biplots with unit-length variable vectors. 

Advances in Data Analysis and Classification, 

5, 23-36. 

足立 浩平 (2007). 相関行列の多変量角度分析. 

行動計量学, 34, 147-154. 

Adachi, K. (2004). Oblique promax rotation 

applied to the solutions in multiple 

correspondence analysis. Behaviormetrika, 

31, 1-12. 

Adachi, K. (2000). Growth curve representation 

and clustering under optimal scaling of 

repeated choice data. Behaviormetrika, 27, 

15-32. 
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 功績賞は「優れた業績によって，行動計量学の

発展に著しく寄与したものを対象とする」となっ

ています．足立会員の業績はまさに功績賞に相応

しいという以外の表現が見当たりません． 

 

3. 林知己夫賞（優秀賞） 

 清水昌平会員が本年度の林知己夫賞（優秀賞）

を受賞しました．清水会員の主として統計的因果

探索に関する優れた業績は，行動計量学における

優れた業績と呼ぶのに誠に相応しいということが

できます．主要な業績の一部を以下に挙げます． 

 

Shimizu, S. (2014). LiNGAM: non-Gaussian 

methods for estimating causal structures.   

Behaviormetrika, 41, 65-98. 

Shimizu, S., & Bollen, K. (2014). Bayesian 

estimation of causal direction in acyclic 

structural equation models with 

individual-specific confounder variables and 

non-Gaussian distributions. Journal of 

Machine Learning Research, 15, 2629-2652. 

Shimizu，S. (2012). Joint estimation of linear 

non-Gaussian acyclic models. 

Neurocomputing，81, 104-107. 

Shimizu, S., Hoyer, P. O., & Hyvärinen, A. 

(2009). Estimation of linear non-Gaussian 

acyclic models for latent factors， 

Neurocomputing，72, 2024–2027. 

Shimizu, S., Hoyer P.O., Hyvärinen, A., & 

Kerminen, A. (2006). A linear non-gaussian 

acyclic model for causal discovery. Journal of 

Machine Learning Research, 7, 2003-2030. 

 

 優秀賞は「行動計量学に関する，単数または複

数の優れた研究業績を発表した個人または集団を

対象とする」とされといます．清水会員の研究業

績は文字通り複数の誠に優れた研究業績を発表し

たということができます． 

 

4. 肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

 紺田広明会員が本年度の肥田野・水野欽司賞（奨

励賞）を受賞しました．紺田会員は以下に挙げた

動的因子分析を用いて個人を対象としたパーソナ

リティの時系列変化など心理学のデータを分析し，

今後に期待される意欲的な研究業績を発表し，さ

らなる将来の展開が期待できると判断しました． 

 

紺田広明・清水和秋 (2015). 動的因子分析による

個人内変動のモデル化―心理時系列データへ

の同時分析の適用―. 行動計量学, 42, 69-80. 

紺田広明・清水和秋 (2010). 複数人を対象とした

動的因子分析: 100日程度のBig Five項目の測

定と個人内変動のモデル化. 日本行動計量学会 

第38回大会抄録集, 180-183. 

 

 奨励賞は「若手の研究者で，日本行動計量学会

発行の学術雑誌（「行動計量学」および

「Behaviormetrika」），または毎年行われる日本

行動計量学会大会において， 今後に期待される意

欲的な研究業績を発表した個人を対象とする．」と

されており，紺田会員の業績はこれに誠に適った

ものと考えます． 

 

5. 杉山明子賞（出版賞） 

 竹村和久会員が本年度の杉山明子賞（出版賞）

を受賞しました．同会員が 

Takemura, K. (2014). Behavioral decision 

theory. Tokyo: Springer-Verlag. 

を著したことが受賞の対象となりました．本書は，

意思決定過程についての心理学分野の理論および

手法を概観し，その基本的な考え方，概念，およ

び，数学的な枠組みをわかりやすく述べた著作で

す． 

 出版賞は「過去３年程度に刊行された行動計量

学に関する優れた図書の著者・訳者（原則として

３人以内）を対象とする．」とされており，本書は，

行動計量学に関する優れた図書と呼ぶのに誠に相

応しいということができます． 

 

岡太彬訓（おかだ・あきのり） 

立教大学名誉教授 

日本行動計量学会学会誌編集

委員会委員長，前理事長，国際

分類学会連合（International 

Federation of Classification 

Societies）会長，Advances in 

Data Analysis and Classification誌Managing Editor． 
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学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

大阪大学 足立 浩平 

 

 後述する理由によって「行列(matrix)愛好家」

または「蘭学者」を自称しながら，下手の横好

きを続けている私が，思いもかけず林知己和賞

(功績賞)を受賞させていただき，身に余る光栄

であります．著者・論文・査読などを通して私

を育てていただきました当学会の先輩方や，選

考の作業にご苦労されました先生方に感謝して

おります． 

 学会運営への私の貢献は僅かですが，2009～

2012 年に欧文誌編集委員長を務めたことが想

い出されます．その就任時に，海外の編集委員

を大幅に増やしました．理由は，就任前に，ス

ペインの先生から「Behaviormetrika の編集委

員は，なぜ殆どが日本人なのか?」と聞かれたの

が，心に残ったからです．その一方で，在任中

に投稿論文数が多くなかった事を反省しており

ます．ここで言い訳しますと，現在，私が編集

を担当している他の統計科学の欧文誌も同様の

傾向を呈し，これは，日本の若手研究者が(国内

学会の欧文誌を飛ばして)国際学会誌へ投稿し

ようとする「国際化」の反映と察せられます．

こうした動向の中で，Behaviormetrika の

Springer 社発行を進められた現在の編集委員

長および欧文誌編集委員長をはじめとした先生

方のご尽力は，先見の明を得た快挙と感銘して

おります． 

 さて，想い返すと，当学会に入会したのは

1986 年，京都大学在学時に社会心理学を教わっ

た木下冨雄先生(名誉会員・ 2003 年に功績賞受

賞)に推薦人になっていただきました．さらに，

木下先生には，科学警察研究所在職時の 1988

年に，東京大学医用電子研究施設の(故)古川俊

之先生(名誉会員)のもとへ国内留学するときに

も紹介状をいただきました．その期間中に，同

じ東京大学の教育学部・渡部洋先生による線形

モデルの推測に関する授業を受講させていただ

きましたが，一睡たりとも感じる余地のない見

事な授業に感銘を受けました．  

 行動計量学に興味を持った契機は，(故)柳井

晴夫先生が主に記された「多変量解析の基礎」

(東洋経済新報社, 1972)と，高根芳雄先生の「多

次元尺度法」(東京大学出版会, 1980)です．前者

からは射影行列による多変量データ解析の諸方

法の体系，後者からは行列演算によるアルゴリ

ズム構成のセンスを学びました．この後，オラ

ンダ Groningen 大学の ten Berge 先生(1993)

の 著 書 「 Least squares optimization in 

multivariate analysis」に出会い，「行列愛好家」

が定着しました．同大学の Kiers 先生を初めと

して，多変量解析への行列集約アプローチをと

る研究者はオランダに多く，時に「蘭学者」を

自称しております．こうした流れに沿って，早

くに Groningen 大学で在外研究をされた先人

の村上隆先生と，光栄にも，当学会編集のシリ

ーズの 1 つ(朝倉書店, 2011)を共著できました．  

 以下，行列愛好家としての過去 6, 7 年を振り

返らせていただきます．それまで，主成分分析

(PCA)の関連手法を扱ってきた私には，因子分

析(FA)は高嶺の花でしたが，50 歳を越えた後，

行列演算だけに基づく FA の新たな解法を着想

し，意気揚々と論文を投稿しました．しかし，

その直後に，同様の論文が別誌に採択されてい

る事を知り，ガックリきたものでした．その著

者の一人は，ブルガリア出身で英国に勤める

Trendafilov 先生です．同氏は，私と違って数

学出身ですが，行列愛好家という点で共通しま

す．その後 1 年も経たないうちに，同氏と共同

研究をすることになりました．「同類どうし，か

つての敵は今や味方」の例でしょうか． 

 上記の Trendafilov 先生とともに，スパース

PCA・FA，すなわち，負荷行列の要素の多くは

Exact に零であるという想定のもとに，零要素

の位置と非零要素の値を同時推定する手法に関

わっています．私自身はスパース分析の定番た

るペナルティ関数を使わない方法を好み，幾つ

かの論文を数誌に投稿しましたが，Lasso に始

まるペナルティ関数の使用を前提とする「機械

学習」系とおぼしき査読者や，それとは違って，
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伝統的な回転に固執するPsychometricianとお

ぼしき査読者から厳しいご指導を賜り，鍛錬さ

せていただきました． 

さて，前段に唐突に現れた機械学習と呼ばれ

る分野は，見逃せないアタックを当学会に呈し

つつあるように思われます．その一端は，

Eckart-Young の定理や Tucker 分解などの

Psychometrics の産物が，機械学習や関連分野

では，成語となっているだけでなく，数学的に

一層洗練され，かつ，広範な応用を念頭に置い

て扱われています．こうした統計科学の新風に

乗った研究を，浅学な私が進めることは困難を

極めますが，新風を当学会に役立てるための一

助になることが出来ればと考えている所であり

ます．  

 

足立浩平 (あだち・こうへ

い)   

大阪大学大学院人間科学

研究科教授 

京都大学文学部哲学科（心理学

専攻）卒業，京都大学博士（文

学）．甲子園大学・立命館大学

などを経て，2005 年 4 月より

現職．2003 年より日本行動計量学会理事，2009～2012 年

に同学会の欧文誌編集委員長． 

 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

滋賀大学 清水 昌平 

 

この度は，栄誉ある賞をいただき，誠にあり

がとうございます．行動計量学会は，初めて学

会発表をした国内学会であり，また初めて入会

した学会であり，私にとって特別な学会です． 

学位取得後は，研究テーマが少し情報系より

になっていったこともあり，行動計量学会のイ

ベントに参加することがしばらく少なくなって

いました．それにも関わらず，2012 年新潟で開

催された学会大会では，チュートリアルをする

機会をいただきました．また，Behaviormetrika

誌における causal discovery に関する特集号の

guest editor，そして 2016 年からは，Springer

社より発行される Behaviormetrika 誌の

coordinating editor を務める機会をいただきま

した．電気通信大学の植野真臣先生に感謝いた

します． 

私のこれまでの研究テーマは，行動計量学会

において育まれてきた構造方程式モデリングと

信号処理分野で発展してきた独立成分分析のア

イデアを組み合わせて，新しい探索的因果分析

法を創るというものでした．今後は，この方法

をさらに発展させるとともに，新たな研究テー

マも進めていきたいと考えております． 

また，私が現在勤務しております滋賀大学で

は，来年度より日本初のデータサイエンス学部

を開設いたします．その 4 年後には 100 人の学

士（データサイエンス)が生まれる予定です．こ

の活動を通じても，行動計量学会の発展に寄与

できればと考えております．この度は，本当に

ありがとうございました．今後ともどうぞよろ

しくお願い申しあげます． 

 

清水昌平 (しみず・しょ

うへい) 

滋賀大学 データサイエン

ス教育研究センター准教

授 

2001 年に大阪大学 人間科学

部にて学士（人間科学）を，

2003 年に大阪大学 人間科学

研究科にて修士（人間科学）を，2006 年に大阪大学 基礎

工学研究科 数理科学領域にて博士（工学）を取得． 日本

学術振興会特別研究員（統計数理研究所，大阪大学），ヘ

ルシンキ大学訪問研究員（フィンランド），東京工業大学

グローバル COE 研究員（計算世界観の深化と展開）， 大

阪大学 産業科学研究所 助教，同准教授を経て，2016 年

より現職． データ生成過程を推定するための統計解析手

法の研究開発とそれらの因果推論への応用に従事． 
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肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

関西大学 紺田 広明 

 

このたびは，栄誉ある賞を頂戴致しまして，

誠に光栄に存じます．学会理事長の繁桝算男先

生をはじめとします学会をご運営頂いておられ

ます先生方，会員・関係者の皆さまに感謝申し

上げます． 

この受賞に際して，これまでご指導頂いてき

ております関西大学社会学部の清水和秋先生に

深く感謝申し上げます．清水先生には，学部の

ゼミの頃から博士論文の提出に至るまでの長き

にわたりまして，ご指導，ご鞭撻を賜りました．

学部生の頃に「心理測定法」の授業を受講しま

して，因子分析法や構造方程式モデリング等に

よって科学的に心を追究することに興味を持つ

ことになりました．私自身は誠に若輩者であり

ますが，R. B. Cattell 先生，辻岡美延先生，John 

Nesselroade 先生，清水先生への流れにおいて，

研究をさせて頂いております．また，1995 年に

は，辻岡先生のご退職にあり，「行動計量学会大

会 23 回大会」が関西大学にて開催されており

まして，学会と，とても深い縁を感じておりま

す． 

「行動計量学」42 巻に掲載頂きました動的因

子分析（Dynamic Factor Analysis）の論文に

おきましても，清水先生には共著者として，ま

た Cattell 先生の発想をもとにする研究を進め

させて頂きました．動的因子分析は，個人を対

象としたパーソナリティの時系列変化を潜在変

数において追求する方法です．個人内変動の類

似と相違を明らかにするために，複数の個人を

対象として100日程度の連続的に測定したパー

ソナリティを対象とした多人数同時動的因子分

析を適用した内容となっております．心理学に

おいて，集団としての個人ではなく，個人に直

接焦点を当て，計量的に心理を追究したいと考

えて研究を始めました．私の力不足によりまし

て，論文を何度も書き直していたことを昨日の

ことのように思い起こされますが，筆頭著者と

して 1つの形とすることの研究者としての喜び

と責任を感じた論文でありました． 

今後につきましては，「行動計量学」に掲載頂

きました内容を発展させていきたいと考えてお

ります．動的因子分析の適用時点数の短縮等の

応用を広げるための研究や，Cattell 先生の示し

たデータボックス（The Data Box）の視点に基

づき，個人内と個人間の心理的変化を統一的に

検討していくことを実践していければと考えて

おります．変化を軸として心理測定方法論に関

する研究を推進していきたいと考えております．

また，自殺予防に関する研究，キャリア教育や

教学 IR（Institutional Research）の実践と評

価，ベイズ統計アプローチの応用等，視野を狭

くすることなく，広い意味での人間の行動に関

する計量的方法の開発と，その多様な分野での

実務や適用という行動計量学の研究活動を続け

ていきたいと考えております．若輩者で誠に僭

越ではありますが，行動計量学に微力ながら貢

献していく所存です．このたび頂戴致しました

賞は，研究を進めて行くうえで大変励みになり

ます．今後ともご指導，ご鞭撻のほど宜しくお

願い申し上げます．このたびは誠に有難うござ

います． 

 

紺田広明（こんだ・ひ

ろあき） 

関西大学教育推進部 

特命助教 

関西大学大学院心理学研究

科博士後期課程修了，博士

（心理学)．2016 年 4 月よ

り現職． 
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杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

早稲田大学 竹村 和久 

 

このたびは，杉山明子賞（出版賞）を賜りまし

て，誠に光栄に存じます．ご選考いただいた諸先

生をはじめ日本行動計量学会関係者の皆様に深く

御礼申し上げます． 

 本書は，意思決定行動の記述的・計量的研究を

扱う「行動意思決定論（behavioral decision 

theory）」についての研究知見の解説と近年の著者

の研究を総合的に紹介し，今後のこの分野の研究

の展望を行った本です．この研究分野が行動計量

学の一領域としてもお認めいただいたことも大変

ありがたいことで，この分野の若手研究者，学生

に勇気を与えてくださったと思います． 

 本書は，多くの方々のおかげで成立しています．

本書の内容の一部については，勤務していた光華

女子短期大学，筑波大学，カーネギーメロン大学，

早稲田大学，のみならず，国内外の数多くの大学

での講義やセミナーの機会を与えていただいたお

かげで，学生，先生方から数多くの貴重なフィー

ドバックをいただいています．また，本書の編集

にあたっては，Springer平地豊，ユニオンプレス

池田肇，早稲田大学村上始，篠塚万理子，東京大

学玉利祐樹，慶應義塾大学井出野尚，故大久保重

孝の諸氏には，数式や索引など細部にわたる貴重

なコメントをいただいています．さらに，本書で

も紹介させていただいた多くの共同研究者の皆様

や研究室の皆様のご尽力がなければ，本書は成立

していないと思います．とりわけ長年にわたって

意思決定過程の共同研究をしていただいている京

都大学藤井聡，高橋英彦，慶應義塾大学坂上貴之

の諸氏には，研究の進展にとって大きな貢献をし

ていただいていると同時に，行動意思決定論の視

野を，土木工学，認知神経科学，精神医学，動物

の行動分析学などに広げる契機を与えてくださり

ました． 

 最後になりますが，長年にわたり意思決定研究

をご指導下さった故小嶋外弘，高木修，木下冨雄，

繁桝算男，松原望，阿部周造，杉本徹雄，中村豊，

吉野諒三の諸先生，本書や本書に関係する研究に

関わってくださった皆様にこの場を借りて，心よ

り御礼申し上げます． 

 

竹村和久（たけむら・かず

ひさ） 

早稲田大学文学学術院教

授 

同大学意思決定研究所所長．同

大学高等研究所副所長．東京工

業大学博士（学術），北里大学

博士（医学）．筑波大学大学院

システム情報工学研究科助教

授，フルブライト上級研究員などを経て2002年より現職．  

 

Behavioral Decision Theory: Psychological and 
Mathematical Description of Human Choice 
Behavior. Springer，2014年3月． 

 

 

 

新たな名誉会員のご報告 

学会賞選考委員長 

岡太 彬訓（立教大学） 

 

行動計量学の発展に功労のあった 

・飽戸弘会員 

・岩坪秀一会員 

の両氏が，理事会より名誉会員として 2016 年 9

月1日に開催された総会へ推薦され，同総会の承

認を経て名誉会員となられました． 

 なお，2015年度より，名誉会員推薦のための資

料も学会賞選考委員会から理事会へ供することと

なったことを申し添えます． 
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日本行動計量学会第45回大会のお知らせ 
 

大会実行委員長 

西川 浩昭（静岡県立大学） 

 

 2017年度の第45回日本行動計量学会の大会を

下記の通り，静岡県立大学で開催いたしますので，

ご周知をいただければと存じます． 

 

日 時：2017年8月29日(火)～9月1日(金) 

場 所：静岡県立大学 

〒422-8526 

静岡県静岡市駿河区谷田52-1 

大会実行委員長：西川浩昭 

副委員長：上野雄史 

委員(現時点)：小林みどり，斉藤和巳，井本智明 

交通アクセス： 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/index.html 

(ウェブサイトの交通アクセスをご参照下さい) 

 

 本学の紹介をさせて下さい．静岡県立大学は

1987年に前身となる県立３大学（静岡薬科大学，

静岡女子大学，静岡女子短期大学）を改組・統合

して総合大学と生まれ，今年 30 周年を迎えまし

た．その様なときに日本行動計量学会の大会を開

催出来ることを喜ばしく思います．本学は，薬学

部，食品栄養科学部，国際関係学部，経営情報学

部，看護学部の５学部からなる，理系・文系を併

せ持った総合大学で，学生数は学部と大学院を合

わせて，約3,000名と中規模な大学です．県立大

学という性質上，学生の多くは県内からの進学生

です．一昨年，学生定員を増員したことに伴い，

看護学部の一部を市内に新たなキャンパスを設け，

移転しましたが，学会大会は以前からのキャンパ

スで催します．このキャンパスは来年の４月から

草薙キャンパスと改名され，周辺には県立の美術

館，図書館があり，その一帯は文化の丘と呼ばれ

る文京地区で，眺めの良い高台に位置しています．

天気がよければ写真の様に富士山もご覧になれま

す．草薙は日本神話に出てくる草薙の剣にちなん

でおり，少し離れたところには，プロ野球の試合

も開催される草薙球場があります． 

本学にお越しいただくには，新幹線等を JR 静

岡駅で下車後，東海道線ののぼりで２駅目の草薙

で下車し，そこから徒歩で 15 分ほど，本数は少

ないですが，バスの便もあります．詳しくは本学

のウェブサイトをご覧下さい． 

さて，今回の大会についてですが，今年と同様

に「特別講演：柳井レクチャー」，「ポスターセッ

ション」，「ラウンドテーブルディスカッション」

等の開催を予定しています．また，来年は，本学

会の初代理事長の林知己夫先生の生誕100周年に

あたることから，林知己夫先生に関係したセッシ

ョンの開催を予定しています．申し込みなどにつ

いての詳細は決まっていませんが，例年と同様な

スケジュールとなる予定です．発表や参加の申し

込みなど詳細が決まりましたら，会報や学会のウ

ェブページ，会員用メーリングリストなどでお知

らせいたします． 

本学会としては静岡での開催は初めてと言う

ことで，多くの皆様のご参加をお待ちしておりま

す． 
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運営委員会より 

 

第101回行動計量シンポジウム報告 

○実データによる統計教育とデータサイエンティ

ストの育成 

 黒田 正博（岡山理科大学） 

 

実データを用いた統計教育の在り方とデータ

サイエンティストの育成をテーマに設定し，2016

年 9月 24日（土）に岡山理科大学で第 101回行

動計量シンポジウムを開催いたしました． 

本シンポジウムは，2002 年度から日本行動計

量学会の地域部会として活動している「行動計量

学岡山地域部会」と岡山理科大学地域分析研究会

および岡山統計研究会との共催で行いました． 

シンポジウムでは，教員，大学，企業のそれぞ

れの立場からデータサイエンティストの人材育成

に関しての講演をして頂きました．講演後は，フ

ロアからの様々なコメントをもとに，非常に有意

義な議論と意見交換がされました．参加者は，岡

山を中心として日本各地から35名の参加があり，

全体としても活発に議論がなされ有意義なシンポ

ジウムとなりました． 

講演者とタイトルは次の通りです． 

・横山暁（帝京大学経済学部） 

データ解析コンペティションを通してのデー

タサイエンティストの養成 

・山口 和範（立教大学経営学部） 

立教大学における統計教育改革 －データサイ

エンス副専攻導入に向けて－ 

・小木 しのぶ（（株）NTTデータ数理システム） 

企業が今必要としているデータ分析スキル 

 

平成29年度研究部会の募集について 

運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成29年度の研 

 究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください．）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

○応募締切：平成29年1月31日（火）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 

大森拓哉 

ohmori@tama.ac.jp 

なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照ください． 

  

第19回春の合宿セミナーのお知らせ 

横山 暁（帝京大学） 

 

今回で 19 回目となる日本行動計量学会・春の

合宿セミナーを下記の要領で開催します．今回も

合宿形式で行いますので，講師や参加者同士の議

論や交流を深めていただければと思います．宿泊

場所は温泉付きのホテルで，じっくり学ぶにはう

ってつけの場所です．詳細は下記 Web サイトや

メーリングリスト等でお知らせいたします． 

日時：2017年2月26日（日）～28日（火）2泊

3日 

 会場：四季の湯温泉 ホテルヘリテイジ 

埼玉県熊谷市（東武東上線「森林公園駅」より送

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf
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迎バス） 

http://www.hotel-heritage.co.jp/ 

春の合宿セミナーWebサイト 

https://sites.google.com/site/BSJSpringSeminar

/home 

  

第44回大会チュートリアルセミナー開催報告 

 

運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会第 44 回大会チュートリアル

セミナーが以下のとおり開催されました． 

日時：2016年8月30日（火） 13:30～17:00 

場所：札幌学院大学 D301教室 

テーマ：心理学・行動科学におけるベイジアンモ

デリング 

講師：岡田 謙介（専修大学） 

参加者：72名（一般62名，学生10名） 

概要：ベイズ統計学の考え方に基づいた統計モデ

ルの構築と評価，予測を行うベイジアンモデリン

グの研究の最先端の話題を解説していただきまし

た．内容としては，(1)従来型のデータ分析法とベ

イジアンモデリングの考え方，(2)最近の心理学・

行動科学における実験・調査データのベイズモデ

リングの研究の紹介，(3)事後予測チェック，ベイ

ズファクター，クロスバリデーション等のモデル

の評価・選択法，などのトピックスを中心にお話

しいただきました．様々な本の紹介や日常現象へ

のモデルのあてはめなども交えた，大変興味深く

充実したセミナーでした． 

講師の岡田先生，および参加いただきました皆

様に，改めて御礼申し上げます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会より 

 

        広報委員会委員長 

中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．本学会

の英文名称を「THE BEHAVIORMETRIC 

SOCIETY」とすることが，2016年度総会に提案

され承認されたことに伴い，学会公式サイトその

他につきましては，現在学会名の変更作業を行っ

ております．順次作業を進めてまいりますが，作

業終了まで新名称と旧名称とが併存する形となり

ます．ご了承ください． 

今後も会員の皆様に有益な情報が提供できる

よう引き続き Web ページの整備・更新を行って

いきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2016 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．若干の変動はありますが，おおむね

前年度の配信数と同程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報を募集しております．広報依頼の受付の

ページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 

メールニュースの配信数 

 

 

 

http://www.hotel-heritage.co.jp/
https://sites.google.com/site/BSJSpringSeminar/home
https://sites.google.com/site/BSJSpringSeminar/home
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学会Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．他学会のメーリング

リストでの案内やWebでの広報を可能な限り行

っていきたいと考えています．皆様の加入されて

いる学協会で，本学会の行事をご案内できる場と

してお薦めのものがございましたら，広報委員会

までご連絡ください．今後の広報活動の参考にさ

せて頂きます． 

 

大会担当委員会からのお知らせ 

 

大会担当委員会委員長 

松本 渉（関西大学） 

 

第44回大会実行委員会への協力のご報告 

前年度に引き続き，今年度の第 44 回大会につ

いても大会担当委員が実行委員を兼任し，事前・

当日業務を支援いたしました．また，大会期間中

の9月2日（金）のお昼休みに対面での大会担当

委員会を開催し，大会運営について議論しました． 

 

来年度以降の大会について 

前述の対面での大会担当委員会での議論を踏

まえ，以下のことを確認いたしました． 

1) 大会担当委員会が第44回大会の事務手順を第

45回大会実行委員会へ中継し，次回の大会につい

ても可能な範囲で支援する体制を用意していく． 

2) 第44回大会中に開催された総会において会則

が変更され，学会の英文名称変更が正式決定され

たことに伴い，第 45 回大会以降のウェブページ

においては，旧名称から「of Japan」を外したTHE 

BEHAVIORMETRIC SOCIETY を表示する． 

※ 1) については，細かい運用方法や表記方法の変更

など多岐にわたりますので，会員の皆様には，影響

の大きいものから，順次詳細をご紹介していく形に

なるかと思います．下記では，「発表申込み・抄録

原稿提出にあたって」「台風等の不測の事態につい

ての対応方法」「英語による発表・セッションのあ

り方」の3点を説明します． 

なお，第 45 回大会は，前号でお知らせいたし

ましたように，西川浩昭会員（静岡県立大学看護

学部）を実行委員長として，2017年8月29日（火）

～9 月 1 日（金）に，静岡県立大学（静岡県静岡

市駿河区谷田52-1）で開催する予定です． 

 

発表申込み・抄録原稿提出にあたって 

 44回大会を含め，ここ数年の大会で，発表者本

人が意図していなかった形で，発表取り下げや原

稿差し替えが起きていることが判明しました．印

刷後の原稿差し替えは，追加費用が損害として発

生します．現に，追加費用について当該事由の責

任者の方にご負担頂いた事例もありました． 

大会担当委員会では，発表申込みの後に，倫理

委員会の不承認／連名者の不同意／データ利用の

不許可といった外的要因が発生することによって，

抄録印刷後に抄録原稿の差し替えの必要が生じ，

刷り直し費用が発生するといった事態が今後の大

会において再び起きることを危惧しています．  

こういった追加費用が発生した場合は，原因を

作った方に相応のご負担を頂くことになりますが，

何よりも重要なのはこのような事態が起きないよ

うに予防することと考えられます． 

発表のお申込み，抄録原稿提出は，不安要素を

払拭した上で実施頂きますようくれぐれもよろし

くお願い申し上げます． 

 

台風等の不測の事態についての対応方法 

第44回大会初日にあたる8月30日の朝，台風

10 号が関東地方に接近し，18 時前に岩手県大船

渡市付近に上陸しました．かろうじて大会の開催

は予定通りに行えましたが，今後もこのような事

態が起きることが考えられます． 

このような不測の事態においては，原則として，

実行委員長，理事長，事務局長，大会担当委員長，

運営委員長の5者の協議により判断していくこと

を大会担当委員会と理事会で確認しました． 
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英語による発表・セッションのあり方 

本学会の大会においては，一部の会員の方によ

って英語での抄録提出や英語での発表が実施され

てきました．また英語のチュートリアルや特別講

演を実施した大会もありました．制度上も英語に

よる発表を含んだセッションを設置することを特

に制限していませんでした． 

ただし，現状の発表申込み案内には，日本語に

限るとも書いていない一方で，英語で発表するこ

とが可能であるとも明記されていませんでした． 

そこで，今後の本学会の国際化を促進するため，

以下のような取り組みを行う予定です． 

・ 発表申し込みの案内に，日本語または英語で

発表できる旨を明記する． 

・ 日本語が理解できない大会参加者でも発表申

込みがしやすいように，大会案内のページの

中に英文表記のページも追加する． 

第 45 回大会では全面的な英文ページを用意す

ることは難しいと思われますが，英語での発表を

申込む環境を多少なりとも整備する予定です． 

 

 

【シリーズ海外レポート⑯】 

 

ハワイ大学マノア校滞在記録 

 

齋藤 朗宏（北九州市立大学） 

 

勤務先である北九州市立大学の海外研修制度

を利用して，2016年3月より2107年3月までの

1 年間，ハワイ大学マノア校心理学科に客員研究

員として滞在しています．今回，このページの原

稿の依頼を頂きましたが，受け入れて頂いている

林 健 太 郎 先 生 に つ い て は 近 年 の

Behaviormetrika をご覧になっていただければ

それが一番であり，滞在しているホノルルも多く

の皆さんが行ったことのある土地と，どちらも私

が今更何を書くのかということになり，普通の海

外レポートを書けそうにありません． 

そこで，趣旨からは少々外れてしまうかも知れ

ませんが，サバティカルで家族を連れてアメリカ

に行くこと，アメリカで生活することの2点を中

心に，今後の渡航を検討されている方に少しでも

参考にしていただければという方向で書いていき

たいと思います．ハワイの美しい景色も載せてい

ますので，行動計量学会Webサイトにアクセス

して頂き，カラーの原稿でご覧頂ければ幸いです．

広報委員会インターネット小委員会担当副委員長

からの宣伝です．

 

ノースショアの荒波 

 

海外に行っていいという機会が得られたら，ま

ず決めなければならないのは行き先です．私の場

合，英語を一切喋れない妻を連れていくというこ

とで，行き先の検討にはかなり慎重になりました．

日本人コミュニティがある程度あり，また，喋れ

ない人間が一人で出かけても退屈せず，安心であ

るといった娯楽の存在，治安も重要です．また，

受け入れて貰えるあてがあることも必要ですが，

ここは，伝手を辿ってという人も少なくないよう

です．私の場合は，これらの条件を満たしていて，

かつ直接知っている林先生が勤めておられるハワ

イ大というのは自然な選択でした． 

行き先が決まり，招待のレターを書いてもらえ

たら，次の難関 DS-2019 の作成です．特に厄介

なのは，英語力の証明と医療保険に関する証明で

した．英語力は，TOEFL 等でアメリカの大学院

に入れるレベルのスコアがあるのであれば何ら問

題はありませんが，そうではない場合，勤務先の

語学教員等に語学力を証明する書類を書いてもら

う必要があります(書いてもらいました)．医療保

険に関しては，アメリカ国内で加入するのは非常

に高額となります．私の場合，妻と2人合わせて

1年間で150万円程度になっています．そのため，

AIU等の海外旅行保険の長期間のものを利用す
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るのが望ましいです．こちらであれば，その半額

以下で済みます．ただ，医療保険が条件を満たさ

ないと厄介な問題になります．私の場合，妻が持

病の治療中で，そのためにAIUの保険でカバーで

きない範囲ができてしまい，結局，現地の医療保

険に入ることになってしまいました． 

 

サンセットビーチに沈む夕陽 

 

また，私の場合は担当の方が急いでくれたので

何とかなりましたが，担当者が長期休暇に入った

などで手続きが遅れることも珍しくないようです． 

DS-2019が発行されたら，最後の難関大使館で

のビザ発給のための面接です．ここでは，特に家

族連れの場合，その関係を証明する書類が重要で

す．夫婦の場合，婚姻届受理証明の英訳を役所に

作成してもらうことになります．また，銀行に残

高証明を，やはり英語で作成してもらうもありま

す．こういったところもなかなか手間です．さら

に，書類が揃っても，大使館の予約も簡単ではあ

りません．私の場合は福岡県に住んでいましたの

で，福岡の領事館が最寄りになります．しかし，

福岡の領事館は限られた日しかビザ発給の面接を

行っていないため，日程が限られていた私には厳

しく，東京の大使館に行って面接を受けることに

なりました． 

基本的に，大使館が警戒しているのは，犯罪で

あったり，また，帰国せずに不法滞在し，現地の

人の職を奪ってしまうことだったりのようです．

その意味では，身元がはっきりしていて，しかも

帰国後の職もはっきりしている大学教員のサバテ

ィカルは，話が早いです．面接もあっという間で

した．妻も連れて行きましたが，ハワイは楽しみ

か？くらいしか聞かれませんでした． 

面接が無事に終わり，ビザさえ発給されてしま

えば，実は，アメリカ入国は観光などよりも簡単

で，ほぼ何も聞かれませんでした． 

諸々の手続きと並行して考えるべきは現地での

生活です．ハワイ大学の場合，やはりサバティカ

ルでの訪問者も多いのか，研究室等がもらえるケ

ースは少なく，また，教職員住宅もなかなかあい

ていないようです．そのため，住居や研究環境は

自力で整える必要があります． 

ある程度の規模の大学を出て，かつある程度の

規模の都市に滞在するのであれば，出身大学の

OB 会を頼るというのはいい手段だと思います．

私の場合，早稲田大学のOB会であるハワイ稲門

会の会長と連絡を取り，色々と相談しました．そ

の結果部屋探しの前にとりあえずマンスリーで部

屋を借りるための不動産屋を紹介して頂きました．

また，現在使っている車も，そこで知り合った大

学の先輩から借りているものです． 

 

 

ハワイ稲門会の先輩のヨットに乗せてもらって 

 

また，現地の日本人コミュニティに参加するの

もいい方法だと思います．私の場合は，ハワイ出

雲大社にお世話になっています．ここは，10年ほ

ど前にテレビで紹介されて以来，観光客でいつも

賑わっています．ここ以外にも，神道であれば金

刀比羅宮や大宰府天満宮，ハワイ大神宮，仏教で

あれば浄土真宗本願寺や曹洞宗など， 探せば大抵

は見つかる印象です． 
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ハワイ出雲大社110周年大祭にて神主の真似事を 

 

アメリカに渡るということになると，多くの方

が心配されるのは治安の問題，人種差別の問題と

いったあたりかと思います．前者については，ホ

ノルルは，必ずしも治安がいいわけではありませ

ん．特に日本人は，ひったくりなどの窃盗被害に

遭いやすいです．私も一回目撃しました．ただし，

凶悪犯罪は少ないという点が長所です． 後者につ

いては，少なくとも私の体験した限りでは，全く

心配ありません．ただでさえ日本人だらけ，その

上，人種としても非常に多様な土地ですので，そ

ういった問題は起こりづらいのだと思います． 

このように，日本人にとっては生活場所として

も最適なようですが，やはり，観光地ということ

で，生活コストは非常に高いです．特に衝撃的だ

ったのはトイレットペーパーの高さでした．ワイ

キキのスーパーなどで買ってしまうと，12ロール

で 10 ドルを超えてしまうことも珍しくありませ

ん．そのため，現地の人などはよく Costco でま

とめ買いします．そのためか，ホノルル市内にあ

る Costco は，全米一の売り上げと言われていま

す．私も，ここで会員になってしまいました． 

また，米国本土(こちらでは，Mainlandと呼び

ます)から商品を購入する場合も空輸になってし

まうため，やはり高額になりがちで，リチウムイ

オンバッテリーのように，場合によってはオンラ

インショッピングでも購入できない場合がありま

す． 

このように，ネガティブな要素ももちろん多少

はありますが，全体的にみるとやはり快適で，初

の海外留学に挑戦する場としては，かなり行きや

すく，生きやすい場所なのではないかと思います． 

 

林健太郎先生の研究室にて 

 

特に最近は，大学教員だからと言って，簡単に

留学に行ける時代ではありません．ただ，だから

こそ，機会があれば，逃さずにチャレンジしたほ

うがいいと思います．そのチャレンジに，この原

稿で少しでも後押しができれば幸いです． 

 

齋藤朗宏（さいとう・あきひろ） 

北九州市立大学経済学部准

教授 

早稲田大学大学院文学研究科修

了．2004 年早稲田大学メディア

ネットワークセンター助手．2008

年より現職.2012 年より当学会広

報委員． 
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2016年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2016年9月1日（木）17：00～18:00 

場所：札幌学院大学 G館SGUホール 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

 

2. 大会開催校代表挨拶 

 札幌学院大学の鶴丸学長より，ご挨拶をいただ

いた． 

 

3. 学会挨拶 

 繁桝理事長より，挨拶があった． 

 

4. 議長選出 

 帝京大学の横山暁会員が選出された． 

 

5. 報告および議事 

(1) 平成27年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，平成 27 年度事業報告およ

び決算報告が行われた．続いて，村上監事より，

決算報告について 6 月 12 日に監査を行い，事実

に相違ないことが報告され，承認された． 

(2) 平成28年度事業計画及び予算案 

 植野欧文誌編集委員長より，欧文誌の発行が

Springer社に変更されたことが説明された．菊地

事務局長より，平成 28 年度事業計画および予算

案の説明があり，承認された． 

(3) 会則改正 

 繁桝理事長より，会則第１条の改正について説

明があり，承認された．学会の英語名称の変更に

伴い，学会ロゴの今後の取り扱いについて意見交

換が行われた． 

(4) 名誉会員推薦 

 岡太学会賞選考委員長より，理事会が推薦した

飽戸弘会員，岩坪秀一会員が紹介され，承認され

た． 

 

6. 柳井レクチャー 

 岩崎柳井レクチャー委員長より，講演者を村上

征勝名誉会員としたことが報告された． 

 

7. 学会賞授与 

 岡太学会賞選考委員長より，選考の経緯および

学会賞受賞者とその授賞理由の報告があった． 

 功績賞を足立浩平会員，優秀賞を清水昌平会員，

奨励賞を紺田広明会員，出版賞を竹村和久会員に

授与する発表があり，繁桝理事長より賞状および

副賞が授与された． 

 

8. 次期大会開催校代表挨拶 

 西川大会実行委員長より，第45回大会は，2017

年 8 月 29 日～9 月 1 日の日程で，静岡県立大学

で開催予定であることが報告された． 

 

9. 大会実行委員長挨拶 

 中村大会実行委員長より，挨拶があった． 

 

10. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 





収入 28年度予算 27年度実績 予実差異
前年度繰越金 3,315,536 4,639,088 1,323,552
前年度事業未払繰越金 3,000,000 3,200,000 200,000
学会費 4,900,000 4,914,000 14,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,700,000 1,759,000 59,000
学会誌売上金 120,000 185,850 65,850
広告費 500,000 570,000 70,000
預金利子 500 709 209
著作権料 320,000 366,730 46,730
雑収入 0 786,832 786,832
各委員会からの返還金等 0 149,370 149,370
学術定期刊行物補助金 0 0 0
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 13,856,036円 16,571,579円 2,715,543円

支出 28年度予算 27年度実績 予実差異
前年度事業未払分 3,000,000 2,049,274 △ 950,726
学会誌制作費和文誌43-2 1,000,000 688,256 △ 311,744
学会誌制作費和文誌44-1 1,000,000 0 △ 1,000,000
学会誌制作費欧文誌43-2 1,100,000 1,746,840 646,840
学会誌制作費欧文誌44 2,700,000 0 △ 2,700,000
シンポジウム・セミナー費用 300,000 0 △ 300,000
各委員会活動費 450,000 390,648 △ 59,352
研究部会費 150,000 100,000 △ 50,000
学会事務委託費 1,500,000 1,424,126 △ 75,874
印刷費等 10,000 0 △ 10,000
会報発行費 880,000 803,782 △ 76,218
通信費 30,000 0 △ 30,000
インターネット利用料 43,000 42,984 △ 16
消耗品費 10,000 2,559 △ 7,441
会合費 350,000 297,530 △ 52,470
雑費 30,000 20,628 △ 9,372
インターネットバンキング利用料 20,000 19,440 △ 560
学会誌保管料等 100,000 86,400 △ 13,600
J-stageデータ作成 270,000 215,460 △ 54,540
大会運営費 400,000 340,416 △ 59,584
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 30,536 24,300 △ 6,236
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 500,000 500,000
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 2,500 1,800 △ 700
その他 0 1,021,600 1,021,600
当年度事業未払繰越金 0 3,000,000 3,000,000
次年度への繰越金 3,315,536 3,315,536

計 13,856,036円 16,571,579円 2,715,543円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,909,831円 150,000円 150,000円 2,909,831円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 219,501円 30,000円 0円 189,501円
学会賞基金（杉山賞） 648,110円 50,000円 0円 598,110円
柳井レクチャー基金 899,352円 100,000円 0円 799,352円
学会活動積立金 6,711,667円 216,000円 0円 6,495,667円
会員名簿作成費積立金 937,752円 0円 0円 937,752円
事務局整備積立金 6,157,082円 0円 0円 6,157,082円

日本行動計量学会 自 平成28年4月1日
至 平成29年3月31日

奨励賞3万円1名
出版賞5万円1件

欧文誌初期費用21万6千円

会員向けメーリングリスト、ドメイン名

学会名義の銀行口座

備考

実績は欧文誌42-2

備考
功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

研究部会3件（各5万円）

大会業務委託基本料、Web運営費用

会報4号分

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

日本行動計量学会平成28年度予算（案）

和文誌・欧文誌（各43まで）20万、第44回大会抄録集7万

45回大会分

和文・欧文43-1
備考

統計関連学会連合3万円

和文、欧文、運営（各15万円）

実績は和文誌42-2
実績は和文誌43-1

実績は欧文誌43-1、予算は欧文誌44-1、44-2

講演者1名10万円

滞納分支払いを含む
前受け分

和文・欧文43-1
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理事会議事録 

日本行動計量学会2016年度第2回理事会議事録 

 

日時：2016年 7月 1日（金）18：00～20:15 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：今泉忠，大森拓哉，岡太彬訓，岡田謙

介，椎名久美子，繁桝算男，中山厚穂， 

橋本貴充(書記)，林文，松本渉， 

山岡和枝（11名），委任状17名 

監 事：村上隆 

 

資料 

1. 2016年度第1回理事会議事録案 

2. 第 44回大会 

  2-1. 第 44回大会についての報告 

  2-2. 第 44回大会プログラム 

3. 学会の英文名称の変更 

4. 平成27年度決算案・平成28年度予算案 

  4-1. 平成 27年度決算案 

  4-2. 平成 28年度予算案 

5. 学会賞・名誉会員 

  5-1. 学会賞受賞者案 

  5-2. 名誉会員案 

6. 総会関係 

  6-1. 総会議事次第 

  6-2. 平成 27年度事業報告 

  6-3. 平成 28年度事業計画案 

7. 和文誌編集委員会報告 

  7-1. 和文誌編集委員会報告 

  7-2. 行動計量学 組版比較 

8. 欧文誌編集委員会報告 

9. 運営委員会報告 

10. 広報委員会報告 

11. 大会担当委員会報告 

 

議事 

議事に先立ち，出席者28名（理事出席11名，

委任状17名）を確認し，理事会が成立している

ことが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2016年度第1回理事会

の議事録が承認された． 

2. 第 44回大会 

松本大会担当委員長より，資料2にもとづ

き，大会日程，究発表および参加の登録状況

について報告された． 

3. 第 45回大会 

松本大会担当委員長より，資料11にもとづ

き，第45回大会は，静岡県立大学にて，西川

浩昭会員を実行委員長として開催することが

提案され，承認された．日程は8月 29日(火)

～9 月 1 日(金)を第一候補として調整を行う

こととなった． 

4. 会則改正（学会英語名の変更） 

岡太欧文誌検討委員長より，資料3にもと

づき，会則第1条の改正が発議された． 

議決に先立ち，繁桝理事長より，会則第13

条で定める理事会での決議は，現に理事会に

出席している理事と個人に委任した者の過半

数をもって決すると解釈する提案がなされ，

承認された． 

投票の結果，有効票数14票の全会一致で，

資料3のとおりの会則改正の提案が可決され，

会則第 16 条にもとづき改正を総会に諮るこ

とが決定した． 

略称（BSJ）の使用について質問があり，現

在の略称を使用したい場合には，支障はない

ことが確認された． 

5. 平成27年度決算案・平成28年度予算案 

椎名副事務局長より，資料4-1にもとづき，

平成27年度決算案について説明があった．村

上監事より，監査が問題なく終了したことが

報告され，決算案が承認された． 

また，資料4-2にもとづき，平成28年度予

算案について説明があり，承認された． 

6. 学会賞・名誉会員 

岡太学会賞選考委員長より，資料5-1にも

とづき，学会賞の各賞の候補者案が提示され，

承認された． 

岡太学会賞選考委員長より，資料5-2にも

とづき，名誉会員2名の提案があり，理事会

から総会に推薦することが決定した． 

7. 総会関係 

菊地事務局長の代理として椎名副事務局長

より，資料6にもとづき，総会の議事次第，

運営について報告があり，審議を行った．平

成 27 年度事業報告で会員数を報告すべきだ

という意見があり，何らかの形で報告するこ



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 151 号                                 2016 年 12 月 1 日 

19 

ととした．その体裁は，事務局が決めること

となった．会則改正の議事において，資料 3

を，日本行動計量学会理事会名で印刷・配付

することとなった． 

8. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

松本和文誌編集副委員長より，資料7に

もとづき，現在の論文投稿・審査状況の報

告があった．第43巻 1号の遅延について説

明があり，遅延の再発防止のために組版方

法の変更を検討中であることが報告された．

英語論文の掲載，論文のページ数制限の緩

和，広告掲載の可否について，和文誌編集

委員会で議論し，次回理事会に提案するこ

ととなった． 

植野欧文誌編集委員長の代理として橋本

理事より，資料 8 にもとづき，第 43 巻 2

号の論文投稿・審査状況と，第44巻 1号の

論文掲載数の見込みの報告があった． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料9にもとづき，大

会チュートリアルセミナーと，研究グルー

プ名変更について報告された． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料10にもとづき，通

常業務と今後の会報について報告があった．

統計関連学会連合大会で，ブース出展を行

うことと，欧文誌の刷新について講演報告

集に広告出稿することが提案され，承認さ

れた．広告出稿の予算費目はその他とする

こととなった． 

研究部会について和文誌および会報で報

告されていないことが指摘され，9 月号の

会報では報告を掲載し，和文誌への掲載は

検討を行うこととなった．ただし，過去の

研究部会を遡っての報告はしないこととな

った． 

Facebook では日本行動計量学会の投稿

に対し，“いいね”ボタンのクリックでは

なく，シェアをすることが呼びかけられた． 

・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，4月 23日に理事会が

行われ，その際に9月の大会について報告

があったこと，また行動規範について本学

会の立場を伝えたことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長の代理として事務局理事会

担当の橋本理事より，入会申請の報告があ

り，書類に不備のある一部の申請者を保留

とし，入会が承認された．保留とした申請

者に対しては，事務局に判断を委ねること

とした．また，退会申請，会員種別変更申

請の報告があり，承認された． 

9. その他 

・学会のロゴについて 

会則変更に伴い，ロゴから「OF JAPAN」

の文字を削除することが承認された．また，

ロゴに着色することを次回理事会で検討す

ることとなった． 

・次回理事会は平成28年 8月 31日(水) 17:40

より，札幌学院大学の第44回大会会場にて開

催予定． 

 

以上 

 

日本行動計量学会2016年度第3回理事会議事録 

 

日時：2016年 8月 31日（水）17：40～19:30 

場所：札幌学院大学 C館 SPACE3 多目的セミナ

ールーム 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：足立浩平，稲水伸行，今泉忠，岩﨑学，

植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓， 

 岡田謙介，尾碕幸謙，菊地賢一，椎名

久美子，繁桝算男，竹村和久，鶴見裕

之， 

 中山厚穂，朴堯星，橋本貴充 (書記)，

林文，星野崇宏，松本渉，森裕一， 

 渡辺美智子 (22名)，委任状8名 

監 事：村上隆 

陪席者：中村永友第44回大会実行委員長，高田

洋第44回大会実行副委員長 

 

資料 

1. 2016年度第2回理事会議事録案 

2. 総会関係資料 

 2-1. 平成 28年度総会議事次第 

2-2. 平成27年度事業報告 

2-3. 平成27年度決算案 

2-4. 平成28年度事業計画 

2-5. 平成28年度予算案 
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2-6. 会則改正 

3. 学会エンブレム 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 広報委員会報告 

6. 2017年度連合大会委員 

7. 運営委員会報告 

8. 統計関連学会欧文ジャーナル改革案 

 

議事 

議事に先立ち，出席者30名（理事出席22名，

委任状8名）を確認し，理事会が成立している

ことが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2016年度第2回理事会

の議事録が，一部修正の上，承認された． 

2. 第 44回大会 

高田大会実行副委員長より，チュートリア

ルセミナーおよび大会の参加者数が報告され

た． 

3. 第 45回大会 

松本大会担当委員長より，第45回大会の日

程および会場について報告された．第45回大

会においても，ラウンドテーブルディスカッ

ションとポスター発表セッションを行うこと

が報告された． 

4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料2にもとづき，総

会次第の確認が行われた．出席している理

事・監事は前方に並ぶことが確認された．平

成28年度事業計画について，大きな変革のあ

った欧文誌編集委員会については，冒頭で植

野欧文誌編集委員長が報告を行った上で論文

投稿を促し，他の委員会については，菊地事

務局長からまとめて報告することとした． 

5. 学会ロゴ 

繁桝理事長より，資料3にもとづき，学会

の名称変更に伴い学会のロゴを変更すること

が発議された．林組織検討委員長より，学会

創設期におけるロゴ作成の経緯が説明され，

現在，使用されているものは，学会のロゴで

はなく，右の文字列も含めて，欧文誌の表紙

のデザインであることが報告された．ロゴを

今後どうするかについて，時間をかけて議論

することとされた． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡太編集委員長より，8月 31日昼に合同

編集委員会が開催されたことが報告された． 

星野和文誌編集委員長より，資料4にも

とづき，第43巻第2号が8月末に発送され

たこと，InDesign組版への変更について和

文誌編集委員会で審議が継続中であること，

審査期間短縮のアピール後に投稿数がほぼ

倍増したこと，展望論文を原著論文という

形で投稿を受け付けることが報告された．

和文誌に英語論文を掲載することについて，

投稿規定を和文誌編集委員会で改正し，そ

の後，理事会に諮ることとされた．和文誌

編集副委員長の増員が提案され，候補が決

まり次第，理事会に承認を求めることとさ

れた． 

植野欧文誌編集委員長より，翻訳論文を

欧文誌に掲載できないこと，第 43 巻第 2

号には2本の論文が掲載される予定で現在

印刷中であること，新Behaviormetrika誌
には計12本の論文を掲載予定であること，

新しい編集体制ではCoordinate Editorが

Associate Editorを指名して，作業を行っ

ていることが報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 7 にもとづき，8

月 30日夕方に委員会が開催されたこと，今

大会のチュートリアルセミナーおよび次回

の春の合宿セミナーについて報告があった．

研究部会活動経費の増額が提案され，11月

上旬までに事務局で検討することとされた． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料5にもとづき，通

常業務および会報の発行について報告があ

った．統計関連学会連合大会にてブース出

展を行い，要旨集に広告を出稿したことが

報告された． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，今大会で初めて大会初

参加者ガイダンスを行い4名が参加したこ

と，9 月 2 日に委員会を開催予定であるこ

とが報告された．大会チュートリアルセミ

ナーについて，会計は大会実行委員会が行

い，黒字は大会実行委員会の収入とし，赤

字が生じた場合には運営委員会と大会実行

委員会で相談することが確認された． 
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大会で英語セッションを開催すること，

英文の大会Webページを作ることが提案さ

れ，大会担当委員会で前向きに検討するこ

ととした． 

また，大会時に，悪天候により交通機関

の乱れが生じた場合などの対応について，

大会担当委員会に検討を依頼することとな

った． 

・柳井レクチャー委員会 

岩崎委員長より，明日の柳井レクチャー

は村上征勝名誉会員を講演者として開催す

ること，大会後に次回の講演者の選考を行

うことが報告された． 

・統計関連学会連合 

岩崎理事より，資料8にもとづき，統計

関連学会欧文ジャーナルの改革が提案され

ていることが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，

入会，退会，種別変更の報告があり，承認

された．退会希望の連絡時期が確認できな

い退会希望者については，会費納入済み年

度の履歴を残した上で退会を承認すること

とした． 

7. その他 

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成 28

年 10月下旬または11月上旬に大学入試センタ

ーにて開催予定． 

 

以上 

 

 

学会協賛イベントについて 

   事務局長 

  菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2016年

8月 18

日 

第19回情報論的学

習理論ワークショ

ップ（IBIS2016） 

2016 年 11 月

16日-19日 

（2016 年 8 月 13日～2016 年 11 月 10日承認

のもの） 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等

でご確認ください． 

 

☆システム・情報部門学術講演会 2016 

(SSI2016) 

開催日：2016 年 12 月 6 日～8 日 

開催場所：滋賀県立体育館 

http://www.sice.or.jp/org/SSI2016/ 

 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム 「じ

んもんこん 2016」 

開催日：2016 年 12 月 9 日〜11 日 

（日本行動計量学会後援） 

開催場所：国文学研究資料館・国立国語研究所  

http://jinmoncom.jp/sympo2016/ 

 

☆The 9th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and 

Methodological Statistics (CM Statistics 2016) 

開催日：2016年12 月9日～11日 

開催場所：University of Seville, Spain 

http://cmstatistics.org/CMStatistics2016/ 

 

☆第 27 回日本疫学会学術総会 

開催日：2017年1月25日～27日 

開催場所：ベルクラシック甲府 

http://plaza.umin.ac.jp/ekigaku27/  

 

☆第 11 回日本統計学会春季集会  

開催日：2017 年 3 月 5 日 

開催場所：政策研究大学院大学（予定） 

Web サイトは準備中 

 

☆数理社会学会第 63 回大会 

開催日：2017 年 3 月 14 日・15 日 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/?p=1828 

http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://www.sice.or.jp/org/SSI2016/
http://jinmoncom.jp/sympo2016/
http://cmstatistics.org/CMStatistics2016/
http://plaza.umin.ac.jp/ekigaku27/
http://www.jams-sociology.org/?p=1828
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☆第 39 回社会言語科学会研究大会 

開催日：2017 年 3 月 18 日・19 日 

開催場所：杏林大学井の頭キャンパス 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆第 12 回日本感性工学会春季大会 

開催日：2017 年 3 月 29 日・30 日 

開催場所：学校法人上田学園・上田安子服飾専

門学校 

http://www.jske.org/taikai/jske12s/ 

 

☆日本発達心理学会第 28 回大会 

開催日：2017 年 3 月 25 日～27 日 

開催場所：広島国際会議場ほか 

http://www.i-product.biz/jsdp2017/ 

 

☆AAPOR 72nd Annual Conference 

開催日：2017 年5月18日～21日 

開催場所：New Orleans 

http://www.aapor.org/Conference-Events/An

nual-Meeting.aspx 

 

☆Joint 17th World Congress of International 

Fuzzy Systems Association and 9th  

International Conference on Soft Computing 

and Intelligent Systems 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017 年 6 月 27 日～30 日 

開催場所：ピアザ淡海（滋賀県） 

http://ifsa-scis2017.j-soft.org/venue.html 

 

☆The 2017 conference of the International 

Federation of Classification Societies 

 (IFCS-2017)  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017 年 8 月 8 日～10 日 

開催場所：東海大学高輪キャンパス 

http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/if

cs2017/ifcs2017 

 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017) 

開催日：2017 年 8 月 19 日～22 日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/ 

 

☆第 32 回国際心理学会（The ICP 2017） 

開催日：2017 年 10 月 5 日～6 日 

開催場所：Prague, Czech Republic 

https://www.waset.org/conference/2017/10/pr

ague/ICP 

 

☆2017 年度統計関連学会連合大会 

開催日（予定）：2017 年 9 月 3 日～6 日 

開催場所（予定）：南山大学 
Web サイトは準備中 

 

☆日本社会心理学会第 58 回大会 

開催日：2017 年 10 月 28 日～29 日 

開催場所：広島大学東広島（西条）キャンパス 

Web サイトは準備中 

 

公募・求人情報 

 

☆岡山大学大学院環境生命科学研究科 環境科

学専攻 人間生態学講座環境統計学分野（環境

理工学部環境数理学科を兼担）准教授公募のお

知らせ 

 

このたび，岡山大学大学院環境生命科学研究

科では，環境科学専攻人間生態学講座 環境統計

学分野（環境理工学部環境数理学科を兼担）の

准教授を公募することになりました． 

 公募要領は下記の URL をご覧ください． 

http://www.gels.okayama-u.ac.jp/up_load_file

s/koubo/youkou_170106_2.pdf 

 公募締切は平成２９年１月６日（金）必着と

なっております． 

 

 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.jske.org/taikai/jske12s/
http://www.i-product.biz/jsdp2017/
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://ifsa-scis2017.j-soft.org/venue.html
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://wce2017.umin.jp/
https://www.waset.org/conference/2017/10/prague/ICP
https://www.waset.org/conference/2017/10/prague/ICP
http://www.gels.okayama-u.ac.jp/up_load_files/koubo/youkou_170106_2.pdf
http://www.gels.okayama-u.ac.jp/up_load_files/koubo/youkou_170106_2.pdf
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会員の著書等 

小杉 考司 （翻訳）『研究論文を読み解くための

多変量解析入門 基礎篇: 重回帰分析からメタ

分析まで』， 北大路書房，2016 年 7 月 

 

 

小杉 考司 （翻訳）『研究論文を読み解くための

多変量解析入門 応用篇: 重回帰分析からメタ

分析まで』， 北大路書房，2016 年 9 月 

 

 

野村俊一『カルマンフィルタ―R を使った時系

列予測と状態空間モデル―』，共立出版，2016

年 9 月 

 

 

 

OECD 教育研究革新センター（編著），篠原康

正，篠原真子，袰岩晶（訳）『アートの教育学』，

明石書店，2016 年 10 月 

 

 
Adachi, K. Matrix-Based Introduction To 
Multivariate Data Analysis. Springer，2016

年 10月． 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしておりま

す． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ,YY: 論文の開始ページ No. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa

ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ,YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技

術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学

会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行

動計量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974

年)に遡って電子化し，JST で運用している電子

アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開(無償

での公開)しております．電子アーカイブ化・公

開には，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全

文電子公開）同意を論文著者から得る必要があ

ります．1999 年の総会以降刊行された論文につ

いては，著作権は日本行動計量学会に帰属する

よう規定が明確に定められましたが，それ以前

に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当

たっては，各論文の著者全員に，本学会への著

作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は著

者からの権利委譲を待つべきですが，「行動計量

学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上

の利便性，研究者の利用の便宜等を考えて，す

でに電子化公開しております．著作権委譲につ

いてお返事をいただいていない著者で，電子化

し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下

さるようお願いいたします．公開を中止するな

ど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き

等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学会

の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月

発行予定の Volume 44, Number 1 よりシュプ

リンガー・ジャパン社より出版されます．これ

に伴って Volume 44, Number 1 以降はシュプ

リンガー・ジャパン社のWeb site において公開

されます（非会員には有償）．Volume 43, 

Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト

J-STAGE にて全文公開されます． 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2016年 11月 10日現

在） 

正会員       ： 769 名 （海外 6 含む） 

準会員       ： 63 名  

名誉会員      ： 17 名  

賛助会員      ： 21 社  

シニア会員     ： 29 名  

計         ： 899 名  

学会誌等寄贈先 ： 6 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳し

くは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録

されたアドレスにメールニュースを配信してい

ます．メーリングリストへメールアドレスを新

規登録，変更，削除（メールニュースの配信停

止）される場合は，ご自身で，「会員向けメーリ

ングリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがい，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろし

くお願いします． 

（注意）2013 年 12 月中旬より配信システムが

変更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用の

パスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過

去のメーリングリストアーカイブ」（過去のメー

ルニュース）のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要と

なります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企

業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報や

メールニュースの記事としての掲載および学会

ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であって

も，当該企業・団体が非会員の場合，かつ大学

及びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信するこ

とはできません．配信を希望される場合には，

事前に賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるか，また求人広告かどうかにか

かわらず， お引き受けしています．後述する方

法でお申し込みください． 
 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書(会報発行日に出版後 2 年を経過しないも

の)や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報(賛助会員企業の求人情

報も含む)などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．広報依頼の受付のペー

ジ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著

者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が

著書等を出版されたことをアピールできる数少

ない場であると思いますので，優れた書籍の推

薦や情報などをお寄せ下さいますようお願いい

たします．なお，会員の方がご自身で出版され

た著書についてご連絡いただく際には，書誌情

報とともに(出版社から入手した)書影を後日お

送りいただきますので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号152号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載すること

が可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させてい

ただきますのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依

頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲

載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいと

ころ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見

をお伺いしながら，皆様のお役に立てるような

魅力ある充実した会報となるように努めていき

たいと考えております．ご意見，ご要望，その

他会報に掲載すべきと思われる情報などござい

ましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げま

す． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史，

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

相談役：松本渉 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

